
生
活
に
溶
け
込
む
陶
磁
器
文
化

中国の陶磁器とは？

世界中で広く親しまれている中国の代表的な陶磁器
宜興窯景徳鎮窯

中国陶磁器絵画芸術ウィーク　　　　　
　　　　～陶風磁韻－中国陶磁器絵画展

遼磁 婺州窯

中国陶磁器絵画芸術ウィーク～陶風磁韻―中国陶磁器絵画展
中国大運河・シルクロード世界遺産登録記念
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陶
磁
器
発
祥
の
地
・
中
国
で
は
、
約
９
千
年
前
の
新
石
器
時
代
か
ら
土
器
が
作

ら
れ
始
め
、
そ
の
後
各
時
代
と
地
域
の
気
候
風
土
に
合
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
の
陶
磁
器
が
誕
生
し
た
。世
界
遺
産
と
し
て
有
名
な
秦
の
始
皇
帝
の
兵
馬
俑
は
、

今
か
ら
２
２
０
０
年
以
上
前
に
加
彩
陶
器
で
作
ら
れ
た
等
身
大
の
兵
士
や
将
軍
、

馬
な
ど
約
８
千
体
以
上
が
圧
巻
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
や

大
運
河
を
通
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
海
外
諸
国
へ
と
発
信
さ
れ
て
い
っ
た
。
陶
磁
器

は
そ
の
技
術
レ
ベ
ル
、
完
成
度
の
高
さ
は
各
国
の
文
化
人
を
驚
嘆
さ
せ
、
陶
磁
器

を
英
語
で
「
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ
」
と
言
い
、
現
在
の
国
名
の
語
源
と
も
な
っ
た
。

　
日
本
で
も
こ
れ
ら
古
く
か
ら
の
中
国
陶
磁
器
の
影
響
を
強
く
受
け
、
そ
の
技
術

を
学
び
に
実
際
に
中
国
へ
足
を
運
ぶ
人
や
買
い
付
け
に
行
く
人
が
多
く
出
た
。
以

来
、
景
徳
鎮
や
宜
興
を
始
め
と
す
る
中
国
の
陶
磁
器
は
、
日
本
で
広
く
浸
透
し
、

人
々
の
生
活
の
中
に
融
け
込
み
、
愛
用
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
今
回
は
、
代
表
的
な
中
国
陶
磁
器
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
共
に
、
中
国
の
人
間

国
宝
と
も
言
え
る
中
国
工
芸
美
術
大
師
・
中
国
陶
磁
器
芸
術
大
師
で
あ
る
関
宝
琮

大
師
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、そ
の
芸
術
創
作
の
世
界
に
つ
い
て
触
れ
る
。ま
た
、

今
月
末
か
ら
東
京
中
国
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
、
「
中
国
陶
磁
器
絵
画
芸
術

ウ
ィ
ー
ク
～
陶
風
磁
韻
―
中
国
陶
磁
器
絵
画
展
」
の
概
要
と
来
日
画
家
を
併
せ
て

紹
介
す
る
。

　中国陶磁の歴史は新石器時代の紅陶や彩文土器から
始まり、三彩、白磁、青磁、青花、五彩などの華麗な
器を作り出し、世界の陶磁界をリードしてきた。中国
では焼成温度が度以下の焼物を陶器、度以上
のものを磁器と呼ぶ。また施釉された焼物を磁器、施
釉されてない焼物を陶器と呼び、施釉されていない焼
物には土器や炻器などがある。中国では磁器の景徳鎮、
陶器の宜興が陶磁器の二大産地といわれている。

　
陶
芸
の
世
界
に
お
い
て
、関
大
師
は
独
り
で
我
が
道
を
行
く
、独
走
者
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

魯
迅
美
術
学
院
で
絵
画
を
、
景
徳
鎮
陶
磁
器
学
院
で
彫
刻
を
学
び
、
そ
の
後
陶
芸
に
身
を
さ

さ
げ
る
事
に
な
っ
た
彼
だ
が
、
今
後
の
陶
芸
世
界
の
中
で
ま
す
ま
す
そ
の
力
を
発
揮
し
、
自

由
自
在
に
自
身
を
表
現
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　
関
大
師
は
早
く
か
ら
自
己
と
陶
芸
を
混
同
さ
せ
、
陶
芸
の
世
界
に
入
る
と
時
が
過
ぎ
る
の

を
忘
れ
、
自
身
の
居
場
所
も
忘
れ
、
何
も
か
も
忘
れ
て
た
だ
陶
芸
に
向
き
合
っ
て
き
た
。
陶

芸
の
創
造
に
酔
い
し
れ
た
彼
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
楽
し
い
こ
と
で
あ
る
か
、
精
巧

か
つ
精
錬
さ
れ
た
彼
の
陶
芸
作
品
が
物
語
っ
て
い
る
。

　
歴
史
の
伝
承
人
と
い
う
の
は
、
歴
史
も
往
々
に
彼
を
記
憶
す
る
。
彼
が
一
挙
に
全
国
重
大

科
学
研
究
賞
、
全
国
先
進
科
学
技
術
工
作
者
、
先
進
工
芸
美
術
工
作
者
、
ま
た
遼
磁
器
の
伝

承
人
の
称
号
を
受
け
た
時
も
そ
う
だ
っ
た
。
著
名
鑑
賞
家
、
『
清
明
上
下
図
』
の
鑑
定
者
で

あ
る
楊
仁
愷
氏
の
評
価
は
、
彼
の
偏
り
と
夢
中
さ
溢
れ
る
行
為
に
対
し
て
さ
ら
に
如
実
に
注

釈
し
た
。
「
関
大
師
の
功
績
は
工
芸
上
の
突
破
の
み
な
ら
ず
、
今
日
の
電
炭
窯
が
柴
窯
に
取

っ
て
代
わ
り
、
貴
重
な
下
絵
付
の
伝
承
が
途
絶
え
た
な
か
で
、
彼
は
毅
然
と
し
て
危
急
存
亡

を
か
け
た
極
め
て
困
難
な
歴
史
任
務
を
全
う
し
、
家
族
を
携
え
て
農
村
で
生
活
を
送
る
苦
も

顧
み
ず
、
協
力
し
な
が
ら
土
塊
作
り
、
型
取
り
、
絵
付
、
釉
塗
り
、
窯
に
入
れ
る
ま
で
の
こ

の
一
貫
し
た
工
芸
を
、
す
べ
て
手
作
業
で
作
り
上
げ
る
。
そ
の
古
色
溢
れ
る
精
巧
な
芸
術
品

を
、
再
び
観
衆
の
前
に
現
せ
ば
、
異
彩
を
放
ち
、
中
国
の
陶
磁
器
芸
術
の
栄
誉
を
博
し
た
も

の
で
あ
る
」

　
全
身
全
霊
を
陶
芸
の
世
界
に
か
け
る
関
大
師
だ
が
、
こ
れ
ま
で
絵
画
芸
術
へ
の
探
求
を
怠

た
る
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
基
礎
的
な
技
能
だ
け
で
は
な

く
、
陶
芸
と
絵
画
の
切
っ
て
も
切
れ
な
い
依
存
関
係
と
、
さ
ら
に
は
そ
の
時
々
に
生
じ
る
書

画
創
作
へ
の
深
い
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
。

　
誰
も
想
像
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
関
大
師
は
収
蔵
大
家
で
あ
り
、
ま
た
鑑
賞
大
師
で
も

あ
る
の
だ
。
以
前
関
大
師
か
ら
「
私
の
収
蔵
に
は
三
部
曲
あ
り
、
一
つ
は
収
集
、
二
つ
目
が

研
究
、そ
し
て
三
つ
目
が
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
返
す
こ
と
だ
」と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

十
数
年
来
、
彼
は
５
千
件
に
も
及
ぶ
文
物
と
無
数
の
陶
器
の
破
片
を
収
集
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
は
収
集
す
る
だ
け
で
売
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
の
収
集
の
目
的
は
物
質
文
化
の
保
護
だ

け
で
は
な
く
、
研
究
と
精
神
文
化
の
継
承
に
寄
与
す
る
こ
と
が
主
な
理
由
だ
っ
た
。

　
ま
た
さ
ら
に
我
々
を
感
動
さ
せ
る
の
は
、
彼
は
自
身
の
収
蔵
し
た
２
千
件
も
の
文
物
を
無

償
で
国
家
の
博
物
館
な
ど
に
寄
贈
し
て
い
る
こ
と
だ
。

　
関
大
師
と
交
流
を
す
る
中
で
私
が
深
く
感
じ
た
こ
と
は
、
彼
の
事
業
に
対
す
る
忠
誠
と
、

人
に
対
す
る
誠
意
は
一
貫
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
私
が
知
る
中
で
、
彼
と
国
家
級
無
形

文
化
遺
産
の
龍
泉
青
陶
磁
器
の
伝
承
人
で
あ
る
徐
朝
興
大
師
と
、
浙
江
省
の
無
形
文
化
遺
産

で
あ
る
婺
州
窯
伝
承
人
の
陳
新
華
大
師
の
関
係
も
、
志
を
同
じ
く
す
る
人
と
し
て
形
容
で
き

る
。
こ
の
２
人
か
ら
の
誘
い
が
あ
れ
ば
、
彼
は
ど
ん
な
時
で
も
千
里
を
越
え
て
遼
寧
省
か
ら

駆
け
つ
け
る
と
い
う
。
そ
し
て
一
緒
に
集
い
、
友
情
を
育
み
な
が
ら
陶
磁
器
に
つ
い
て
語
る

の
だ
。
ま
た
つ
い
話
が
盛
り
上
が
る
中
で
作
業
服
を
手
に
取
り
、
彼
の
得
意
と
す
る
泥
刻
の

技
を
現
場
で
教
え
始
め
る
。
誰
か
が
休
む
よ
う
声
を
か
け
て
も
、
「
忙
し
い
の
に
慣
れ
て
し

ま
っ
て
、
今
さ
ら
暇
に
な
っ
て
も
却
っ
て
落
ち
着
か
な
い
ん
だ
」
と
答
え
、
そ
の
単
純
な
言

葉
の
中
に
も
関
大
師
の
純
粋
な
心
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
人
や
事
物
に
対
す
る
純
粋

さ
が
な
け
れ
ば
、
品
徳
芸
能
の
両
立
し
た
大
師
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
と
考
え
さ
せ

ら
れ
る
。

　
哲
人
の
話
を
想
い
出
し
た
。
「
大
師
は
ど
こ
に
い
る
の
か
。
大
師
は
き
ら
び
や
か
な
ス
テ

ー
ジ
の
上
に
立
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
本
当
の
大
師
は
一
般
人
の
目
に
及
ば
な
い
場
所

で
、
静
か
に
修
練
と
成
長
を
遂
げ
て
い
る
の
だ
」
と
。
関
大
師
は
普
段
か
ら
官
僚
や
商
人
と

の
交
友
は
少
な
く
、
で
き
れ
ば
多
く
の
時
間
と
精
神
を
陶
磁
器
や
書
画
の
収
蔵
に
充
て
た
い

と
思
っ
て
い
る
が
、
結
局
は
自
身
の
趣
味
や
社
会
の
た
め
の
公
益
事
業
に
費
や
す
こ
と
が
多

い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
善
業
を
行
っ
て
き
た
彼
だ
が
、
そ
の
こ
と
を
自
分
か
ら
少

し
も
口
に
出
そ
う
と
は
し
な
い
…
…
…
。

作
者
・
趙
　
暢
（
中
国
作
家
協
会
会
員
、
美
術
評
論
家
）

　関宝琮
　魯迅美術学院教
授、画家。中国工芸
美術大師、中国陶磁
器芸術大師、中国美
術家協会陶磁器芸術
専門委員会委員、中
国古陶磁器研究会委
員、遼寧省博物館、北
京大学会克勒芸術博
物館顧問、遼寧省工
芸美術協会副会長。

　今回訪日する芸術団団長の
　関宝琮大師と妻の路桂筠さん

　関大師の夫人であり、著名工筆画家である路桂筠さんは関
大師の良きパートナーであり理解者。息子で『歴代陶磁器款
識』を出版した関涛さん、娘で『中国陶磁器史』の著者であ
る路筠さんと、ある約束を交わしている。それは、自身が亡
くなった後、全ての所蔵品を国へ寄贈し、本当の意味での
「そっくりお返しする」という理念を実現させることだ。

婺州公園

　（江蘇省無錫宜興市）
　宜興市は江蘇省の西方に
あり、この地で取れる紫砂
泥を使って作られる紫砂壺
が有名。度の高温で約
時間焼きあげた茶壺は、
通気性に優れ、使うほどに
お茶の香りを吸収し、味と
香りをまろやかにする。

　写真は内蒙古自治区赤峰
市にある缸瓦窯遺跡。約３
～５平方㌔㍍の面積に覆わ
れ、周りは山林に囲まれ燃
料となる木々も豊富。特に
契丹社会、文化、経済など
に大きな影響を与え、陶磁
器工芸のレベルアップなど
にも、重要な意義を果たし
た。

　（江西省景徳鎮市）

　中国を代表する磁器。千
年以上の歴史を有し、その
造型が優美さや装飾の豊か
さなどから世界的に評価を
受ける。青花、玲瓏、粉彩、
色釉は景徳鎮の四大伝統名
磁器とされる。

　景徳鎮は江西省東北部に
位置し、中国陶磁器を代表
する産地で知られる。街中
でも磁器を使った装飾がみ
られ、路上に所せましと並
べられた磁器の風景など
が、「磁都」としての雰囲
気を漂わせている。景徳鎮市の大通り

　王忠偉
　遼寧省雕塑協会副会
長、遼寧省中華文化促
進会常務理事、遼寧省
美術家協会会員、遼寧
省青年美術家協会会
員、画家。

　汪洋
　中国陶磁器設計芸
術大師、遼寧省工芸
美術大師、江西省高
級工芸美術師、画家。
中華陶磁器大師聯盟
理事、江西省青聯常
務委員、景德鎮市青
年美術家協会副主席
兼秘書長。

　関涛
　中国美術家協会陶
芸委員会会員、中国
陶磁器設計芸術大
師、瀋陽理工大学芸
術設計学院副院長、
教授。遼寧省工芸美
術行業協会理事、遼
寧省美術家協会会
員。

開　幕　式：７月日（月）午後３時から来賓・主催者
あいさつ、テープカット、絵画実演披露

展　　示：７月日（月）～８月１日（金）
　　　　　午前時分から午後５時まで
　　　　　（※最終日は午後４時まで）
開　催　地：東京中国文化センター
　　　　　東京都港区虎ノ門３－５－１　森ビル階
主催団体：東京中国文化センター、中国駐日本観光代

表処、全日本空輸、銀聯国際東京駐在員事
務所、人民日報海外版日本月刊

協　　力：関宝琮美術館、金華婺州窯陶磁器研究所
後援団体：中華人民共和国駐日本国大使館、新華社日

本総局、日本外務省、日本国土交通省観光
庁、日本政府観光局（ＪＮＴＯ）、公益社団法
人日中友好協会、日中友好議員連盟、社団法
人日中協会、一般財団法人日本中国文化交
流協会、一般社団法人日本旅行業協会、社団
法人全国旅行業協会、日本華僑華人文学芸
術界聯合会、一般社団法人東京華僑総会

　銭麒光
　年清華大学美
術学院陶磁器芸術設
計系卒業、年魯
迅美術学院工業設計
系修士、年ノル
ウェーオスロー国立
美術学院交流学者、
魯迅美術学院陶芸学
科講師。

　李程
　年魯迅美術学
院陶芸専門修士卒
業。魯迅美術学院陶
芸学科講師。著作に
『陶磁器産品設計』
がある。

　王妮娜
　中国工芸美術家協
会会員、遼寧省中華
文化促進会理事、遼
寧省美術家協会会
員、遼寧省青年美術
家協会会員、遼寧省
雕塑協会会員、画家。
魯迅美術学院講師。

　（遼寧等東北地方）

　遼時代（～年）
の陶磁器。黒竜江省、吉林
省、遼寧省、内モンゴルお
よび河北省などの地で発見
される。鮮やかな地方独特
の彩色と民族風格が特徴。

宜興の風景

　宋の時代から年以
上、茶器職人たちがその技
術を磨いてきた街、宜興市。
現在は中心部から車で～
分の丁蜀鎮という町に職
人や店が集まる。湖父鎮に
は、竹林で有名な竹海観光
区があり、ここでは青々し
い緑と静かさに包まれ、太
湖からの渓水が年中流れ込
み、天然のマイナスイオン
をたっぷり感じることがで
きる。

　婺州は今の浙江省の中西
部の金華地区に位置し、範
囲は衢州各都市を含む。唐
代六代青磁産区の一つであ
り、上世紀年代以来、文
物主管部門が各地の婺州窯
遺跡を繰り返し調査した結
果、合わせてカ所余り
の窯を発見した。金華の特
産物は、皮が薄く脂肪分が
少ない金華ハムで、中国ハ
ムの中で最高峰とされる。

　（浙江省金華地区）
　婺州窯は青釉磁と乳濁釉
磁、褐色磁、彩絵磁などを
主とする。金華琅琊鐵店窯
は年に国務院によって
「全国文重点保護単位」に
指定された。

缸瓦窯遺跡（内モンゴ
ル）

　陳新華
　高級工芸美術師、中
国陶磁器設計芸術大
師、浙江省工芸美術大
師、浙江省無形文化遺
産「婺州窑伝統焼造技
芸」代表的継承人、浙江
省青瓷中青年十大名
師。浙江省青瓷行業協
会副会長、金華婺州窑
陶磁器研究所所長。浙
江省優秀文芸工作者、
浙江師範大学客員教
授。


